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浴衣で楽しむ日本の七夕
7月2日、袋井国際交流センターで七夕をテーマとした交流イベント「浴衣を
きて七夕まつりを体験しよう！」が開催され、ブラジルやベトナム、アメリカなど
7か国・38人の市内在住の外国人が参加しました。

日本の伝統文化への理解を深
めてもらおうと、国際ソロプチミ
スト袋井と袋井国際交流協会が
実施したもので、まずはスタッフ
の手伝いで参加者は涼し気な浴
衣に着替え。その後、短冊に願い
を書いてみんなで笹に結び付け
たり、浴衣姿でまちを散策をした
り、抹茶をいただいたりと、楽し
い交流の時間を過ごしました。

どんな願いを書こうかな

おいしい抹茶でほっと一息センター前に用意された笹に短冊を結び付け

表紙

歩いて 巡って 「エキマチフェスタ」 
6月19日、 袋井駅周辺の中心市街地をイベン

トエリアとした「フクロイ エキマチフェスタ」が
開催され、多くの市民でにぎわいました。
“まちなか”を歩いて巡る楽しさやまちの魅力
を再発見してもらおうと開催したもので、広場
や公園、施設、商店など、駅南・駅北の7つの会場
でステージイベントやマルシェ、ワークショップ
などの多彩な催しを実施。同日、市内ではクラウ
ンメロンのPRイベントやeスポーツイベントも
開催され、1万人を超える来訪者がまちでの催
しを楽しみました。

ヨガ体験レッスン（観福寺）

くるみボタン ワークショップ
（いくみや呉服店）

マルシェ会場では農産物や雑貨販売など31のブースが出店

風ぐるまづくり
（三日月の森こどもアートギャラリー）

田端東遊水池公園のステージイベントでは、市内外の各種団体が歌やダンスなどを披露
なお、「もじあつめラリー」の答えは、「あ・る・こ・う・エ・キ・マ・チ」でした！

天候にも恵まれ、飲み物の販売も好調開始前から行列のブースも
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郷土の海に親しみを持ち、みんなで清掃
7月3日、「浅羽海岸クリーン作戦」が行われました。
郷土の海の保全や利活用、魅力発信につなげていくため、

「海のにぎわい創出プロジェクト」の一環として開催。地域
の住民や企業、海岸利用者、
各種団体、浅羽中学の生徒な
ど約700人が参加し、海岸の
ごみなどを拾い集めました。

若い皆さんも野菜をいっぱい食べてね
7月6～8日、静岡理工科大学の学生を対象に、野菜の推
定摂取量の測定会を行いました。
若い世代の野菜摂取量を増やす取組「ふくろいサラダ事
業」の一環として実施したもので、測定にはセンサーの上
に手をかざすだけで推定野菜摂取量が表示される機器を

利用。低めの数
値が示された
学生には、その
場で野菜摂取
の重要性や野
菜の食べ方の
アドバイスなど
を行いました。

決まりを守って、楽しく花火
6～7月、市内の幼稚園・保育所・こども園で
花火教室が行われました。
夏休みを前に花火の安全な遊び方を覚えて
もらおうと袋井消防本部と袋井市消防団が実
施したもので、7月4日には山梨こども園の年長
児約80人が指導を受けました。
園児たちは、女性消防団員による紙芝居の
読み聞かせで防火の大切さを学んだ後、園庭で
実際に花火を体験。「花火は大人と一緒にやる」、
「火は人に向けない」、「最後はきちんと水につ
けて消火する」などのルールや手順を確かめな
がら、安全な花火の楽しみ方を学びました。

家で花火をするときも
学んだことを守ってね

紙芝居で火の怖さを学習

どんな測定結果が出るかドキドキ 集められたごみ（ごく一部） きれいな海岸を次の世代へ

ポンプ車も見せてもらったよ

続き街の写真館

「浅羽剣道」日本武道館へ！
小学生・中学生ともに全国大会に挑
戦します。会員募集中です。

問浅羽少年剣道教室 前嶋 
TEL090-5609-3742

さぁ一年生行くよ～！
新一年生！
桜も満開　気分も最高！

齊藤 大
ま さ と

翔くん

はじめてのケーキ
1歳の誕生日にケーキを食べまし
た。よほどおいしかったのか全部
ぺろりと平らげてしまいました。

中尾 湊
み な と

人くん

　　　　

ふくろい日記帳に掲載している以外の出来事は、市の公式ブログ

や各種SNSでご覧いただけます!　ぜひアクセスしてみてください!
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